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時の記念日はいつか? 

６月１０日は時の記念日、これは天智天皇十(671)年四月の辛卯の日に「始めて候時を打った」ことを記念し

たものだそうです。この日はグレゴリオ暦でいつだったのでしょうか。 

 

概算 

四月の中気は小満で、今年(2011 年)の小満は 5 月 21 日でした。ですから表のような計算でグレゴリオ暦 671

年 6月 10日であることがわかります。 

 

グレゴリオ暦 ユリウス通日 干支(番号) 中気 

2011-05-21 2455703 丙子
ひのえね

(12) 小満 

同じ月日        (2011-671) × 365.2422 を引く 

671-05-21 1966278.4520 辛 未
かのとひつじ

(07) 小満? 

最も近い辛卯(27)の日 +20 日差 

671-06-10 1966298 辛
かのと

卯
う

(27)  

 

正確な計算 

天智天皇十年当時は元嘉暦が用いられていました。そこで元嘉暦で日付を計算してみます。 

まず、元嘉暦の暦元 -元嘉二十(443)年の 5703年前の雨水付近の甲子の日-を求めます。正月の中気は雨水で、

今年(2011年)の雨水は 2月 19 日でした。ですから表のような計算でグレゴリオ暦-5260年 1月 28日であるこ

とがわかります。次に、これを基準に先ほどと同様の計算を行うと、元嘉暦による正しい日付を計算できます。 

 

グレゴリオ暦 ユリウス通日 干支(番号) 中気 

2011-02-19 2455612 乙巳
きのとみ

(41) 雨水 

(2011+5260) × (365+75/304)を引く 

-5260-01-20 -200096.8322 丙
ひのえ

辰
たつ

(52) 雨水? 

最も近い甲子(00)の日 +8 日差 

-5260-01-28 -200089  <暦元-甲子朔旦雨水> 甲子
きのえね

(00) 雨水 

(671+3/12+5260)×(365+75/304) を足す 

671-05-23 1966280.5518 癸
みずのと

酉
とり

(09) 小満 

最も近い辛卯(27)の日 +18 日差 

671-06-10 1966298 辛
かのと

卯
う

(27)  
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あれっ、 変ですね? 

 

朔    中気     晦 

 

 

この間最大 29日 

実は朔の計算をする必要がないのです! 

 

正史では下記のように、月日を「月番号+日の干支」で表記します。当時の暦法は太陰太陽暦ではありますが、

通常理解されている以上に太陽暦としての比重が重いのです。 

『日本書紀』天智天皇十(671)年条 

三月戊戌朔庚子，黄書造本實，獻水臬。甲寅，常陸國貢中臣部若子。長尺六寸。其生年丙辰至於此歳，十六年也。 

夏四月丁卯朔辛卯，置漏尅於新臺。始打候時。動鍾鼓。始用漏尅。此漏尅者，天皇爲皇太子時，始親所製造也，云々。 

 

 宋書律暦志下その 1および 2             - 楊家駱編『中國天文暦法史料』鼎文書局(1978)より引用 

 『 日 本書 紀』 天智 天 皇十 (671)年 条  – 井上 光 貞監 訳 『日 本書 紀  下 』 中央 公 論社 (1987)よ り引 用

 


